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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年8月7日(2013.8.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　本発明の改質炭素生産品は、予備的ディスパージョンとして又は固体として、標準的な
技術を用いてインク配合物に含めることができる。本発明の改質炭素生産品の使用は、配
合物の粘度を低下させることで、顕著な効果とコスト削減を与えることができる。また、
このことは、配合物中の炭素生産品のより高い充填量を可能にする。また、混合時間を短
縮することができる。また、本発明の改質炭素生産品は、改良された黒色度、ブルー色調
、光沢を与えることができる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　このコーティングを３ミルのＢｉｒｄアプリケーターを用いてレネタ(Leneta)紙上に引
き延ばし、１６３℃で１５分間乾燥した。クリヤーコートを施し、そのサンプルを再度乾
燥した。Ｌ* 、ａ* 、ｂ* の各値を測定し、対照標準カーボンブラックのそれらと比較し
た。下記の表は、結合したｐ－Ｃ6 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 

- Ｎａ +基を有する例１
のカーボンブラック生産品を使用すると、改良された黒色度を有するコーティングが得ら
れることを示す。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４９】
－例６．コーティング組成物へのカーボンブラック生産品の使用－
　この例は、例５の水系コーティング組成物に例１Ｂのカーボンブラック生産品を使用す
ることを例証する。コーティングを、例５と同様にして調製、評価したが、但し、コーテ
ィングをいろいろな回数で引き延ばし、クリヤーコートの有り無しで評価した。表中の結
果は、液体コーティング配合物が使用前にある期間静置されると、コーティングの黒色度
が改良されることを示す。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　このコーティングを、例５の方法によって評価し、例５の対照標準コーティングと比較
した。下記の表は、結合したＣ6 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 

- Ｎａ +基を有する例２の
カーボンブラック生産品を使用したとき、改良された黒色度が得られたことを示す。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
－例１０．コーティング組成物へのカーボンブラック生産品の使用－
　この例は、例５の水系コーティング組成物の中に例９のカーボンブラック生産品を使用
することを例証する。このコーティングを調製し、８日間後に例５と同様にして評価した
。このコーティングは、それぞれ－０．４３、０．００、０．１５のΔＬ* 、Δａ* 、Δ
ｂ* を有した。
　本発明のこれらの他の態様は、本願で開示した発明の詳細な説明と具体例から考察して
当業者には明らかであろう。これらの発明の詳細な説明と具体例は例示に過ぎなく、本発
明の真の範囲と思想は、請求の範囲に示されている。
　本発明の実施形態としては、以下の実施形態を挙げることができる。
（付記１）少なくとも１種の有機基が結合した炭素を含む改質炭素生産品であって、その
有機基は、(a) 少なくとも１種の芳香族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) 式－ＡＧ
－Ｓｐ－ＬＧ－Ｚを有するイオン基又はイオン性基を含み、ＡＧは活性基、Ｓｐはその活
性基がＬＧを離脱することを助長するスペーサー基、ＬＧは遊離性基、Ｚは対イオンであ
り、その芳香族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基が炭素に直接結合した、改質炭素生産品。
（付記２）そのイオン基又はイオン性基が、
　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＰＯ3

2- Ｍ2 
+ 、

　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 Ｑ
+ Ｘ- 、

　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＰＯ3
2- Ｍ2 

+ 、
　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 Ｑ

+ Ｘ- 、
　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 ＯＰＯ3

2- Ｍ2 
+ 、

　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 Ｑ
+ Ｘ- 、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、
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　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 Ｑ
+ Ｘ- 、

　Ｏ2 ＣＣ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　Ｏ2 ＣＣ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＳＯ3 
- Ｍ +、又は

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｍ +

であり、Ｒは、相互に関係なく、水素、Ｃ1 ～Ｃ12の置換又は未置換アルキル、Ｃ2 ～Ｃ

12の置換又は未置換アルケニル、シアノエチル、又は置換又は未置換のＣ7 ～Ｃ20アラル
キル又はアルカリルであり、Ｍは、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、又はＣｓであり、Ｑ+ は、ＮＲ

3 
+ 、Ｎ（Ｃ2 Ｈ4 ）3 Ｎ

+ 、又はＮ置換複素環であり、Ｘは、ハリド、又は無機酸又は
有機酸から誘導されたアニオンである付記１に記載の改質炭素生産品。
（付記３）そのイオン基又はイオン性基がＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 

- Ｍ +である付記２に
記載の改質炭素生産品。
（付記４）その活性基が－ＳＯ2 、－ＮＲＳＯ2 、－ＮＲＣＯ、－Ｏ2 Ｃ、又は－ＳＯ2 
ＮＨである付記１に記載の改質炭素生産品。
（付記５）そのスペーサー基がエチレン基又は置換エチレン基である付記１に記載の改質
炭素生産品。
（付記６）そのスペーサー基が、－ＡＧに隣接する炭素に結合した少なくとも１つの水素
を有する基である付記５に記載の改質炭素生産品。
（付記７）その遊離性基が、－ＯＳＯ3 

- 、－ＳＳＯ3 
- 、－ＯＰＯ3

2- 、又はＱ+ であ
り、Ｑ+ が、ＮＲ3 

+ 、Ｎ（Ｃ2 Ｈ4 ）3 Ｎ
+ 、又はＮ置換複素環であり、Ｒが、相互に

関係なく、水素、Ｃ1 ～Ｃ12の置換又は未置換アルキル、Ｃ2 ～Ｃ12の置換又は未置換ア
ルケニル、シアノエチル、又は置換又は未置換のＣ7 ～Ｃ20アラルキル又はアルカリルで
ある付記１に記載の改質炭素生産品。
（付記８）その対イオンが、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、ハリド、又は無機酸又は
有機酸から誘導されたアニオンである付記１に記載の改質炭素生産品。
（付記９）炭素が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、微細分
割炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれらの混合物である付記１に記載の改質炭素
生産品。
（付記１０）炭素がカーボンブラックである付記９に記載の改質炭素生産品。
（付記１１）その炭素に結合した第２有機基をさらに有し、その第２有機基が、(a) 芳香
族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) イオン基又はイオン性基を含み、そのイオン基
又はイオン性基が、有機基から遊離しない付記１に記載の改質炭素生産品。
（付記１２）その第２有機基がＣ6 Ｈ4 ＳＯ3 

- Ｎａ +又はＣ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｎａ +であ

る付記１１に記載の改質炭素生産品。
（付記１３）その第２有機基が、約２．４マイクロモル／ｍ2 未満の濃度で炭素に結合し
て存在する付記１１に記載の改質炭素生産品。
（付記１４）その有機基が、使用される炭素のＣＴＡＢ又は全表面積を基準に約０．１０
～約４．０マイクロモル／ｍ2 のレベルで存在する付記１に記載の改質炭素生産品。
（付記１５）そのレベルが、使用される炭素のＣＴＡＢ又は全表面積を基準に約２．０～
約３．３マイクロモル／ｍ2 のレベルである付記１４に記載の改質炭素生産品。
（付記１６）(a) 付記１に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを含
むインク組成物。
（付記１７）(a) 付記１に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを含
むコーティング組成物。
（付記１８）炭素が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、微細
分割炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれらの混合物である付記１６に記載のイン
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ク組成物。
（付記１９）炭素がカーボンブラックである付記１８に記載のインク組成物。
（付記２０）炭素が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、微細
分割炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれらの混合物である付記１７に記載のコー
ティング組成物。
（付記２１）炭素がカーボンブラックである付記２０に記載のコーティング組成物。
（付記２２）少なくとも１種の有機基が結合した炭素を含む改質炭素生産品であって、そ
の有機基は、(a) 少なくとも１種の芳香族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) 式－Ａ
Ｇ－ＣＨ＝ＣＨ2 、－ＡＧ－Ｃ2 Ｈ4 ＯＨ、又は－ＡＧ－Ｃ2 Ｈ4 －Ｏ－Ｃ2 Ｈ4 －ＡＧ
を有する基を含み、各ＡＧは同じでも異なってもよく、ＡＧは活性基であり、その芳香族
基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基が炭素に直接結合する、改質炭素生産品。
（付記２３）その活性基が－ＳＯ2 、－ＮＲＳＯ2 、－ＮＲＣＯ、－Ｏ2 Ｃ、又は－ＳＯ

2 ＮＨであり、Ｒが、相互に関係なく、水素、Ｃ1 ～Ｃ12の置換又は未置換アルキル、Ｃ

2 ～Ｃ12の置換又は未置換アルケニル、シアノエチル、又は置換又は未置換のＣ7 ～Ｃ20

アラルキル又はアルカリルである付記２２に記載の改質炭素生産品。
（付記２４）(a) 付記２２に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むインク組成物。
（付記２５）(a) 付記２２に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むコーティング組成物。
（付記２６）炭素が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、微細
分割炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれらの混合物である付記２４に記載のイン
ク組成物。
（付記２７）炭素が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、微細
分割炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれらの混合物である付記２５に記載のコー
ティング組成物。
（付記２８）水系又は非水系溶媒、付記１に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記２９）水系又は非水系溶媒、付記２に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３０）水系又は非水系溶媒、付記３に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３１）水系又は非水系溶媒、付記４に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３２）水系又は非水系溶媒、付記５に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３３）水系又は非水系溶媒、付記６に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３４）水系又は非水系溶媒、付記７に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラッ
ク以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３５）水系又は非水系溶媒、付記１に記載の改質炭素生産品、及びクレー、タルク
、シリカ、又はカーボネートを含むコーティング組成物。
（付記３６）水系又は非水系溶媒、付記２１に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラ
ック以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３７）水系又は非水系溶媒、付記２２に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラ
ック以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３８）水系又は非水系溶媒、付記１１に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラ
ック以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記３９）水系又は非水系溶媒、付記１２に記載の改質炭素生産品、及びカーボンブラ
ック以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
（付記４０）その炭素に結合した第２有機基をさらに有し、その第２有機基が、(a) 芳香



(5) JP 2010-265478 A5 2013.9.19

族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) イオン基又はイオン性基、を含み、そのイオン
基又はイオン性基は、有機基から遊離しない付記２２に記載の改質炭素生産品。
（付記４１）その第２有機基がＣ6 Ｈ4 ＳＯ3 

- Ｎａ +又はＣ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｎａ +であ

る付記４０に記載の改質炭素生産品。
（付記４２）その第２有機基が、約２．４マイクロモル／ｍ2 未満の濃度で炭素に結合し
て存在する付記４０に記載の改質炭素生産品。
（付記４３）(a) 付記１１に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むインク組成物。
（付記４４）(a) 付記１１に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むコーティング組成物。
（付記４５）(a) 付記１に記載の改質炭素生産品、及び (b)緩衝剤、安定剤、又はこれら
の双方、を含む水系組成物。
（付記４６）その緩衝剤が安息香酸ナトリウム又は酢酸ナトリウムである付記４５に記載
の水系組成物。
（付記４７）(a) 付記１に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを含
むインクジェットインク組成物。
（付記４８）炭素が、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、微細
分割炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれらの混合物である付記４７に記載のイン
クジェットインク組成物。
（付記４９）その炭素がカーボンブラックである付記４８に記載のインクジェットインク
組成物。
（付記５０）(a) 付記２２に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むインクジェットインク組成物。
（付記５１）その炭素がカーボンブラックである付記５０に記載のインクジェットインク
組成物。
（付記５２）そのイオン基又はイオン性基が、環状基又は複素環式基を含む付記１に記載
の改質炭素生産品。
（付記５３）そのイオン基又はイオン性基が、
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【化１】

であり、Ｒが、相互に関係なく、水素、Ｃ1 ～Ｃ12の置換又は未置換アルキル、Ｃ2 ～Ｃ

12の置換又は未置換アルケニル、シアノエチル、又は置換又は未置換のＣ7 ～Ｃ20アラル
キル又はアルカリルである付記５２に記載の改質炭素生産品。
（付記５４）(a) 付記５２に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むインク組成物。
（付記５５）(a) 付記５２に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むコーティング組成物。
（付記５６）(a) 付記５２に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビヒクルを
含むインクジェットインク組成物。
（付記５７）ＡＧが、Ｎ（ＣＯＣＨ＝ＣＨＣＯ）とＮ（ＣＯＣＨ＝ＣＣＨ3 ＣＯ）である
付記２２に記載の改質炭素生産品。
（付記５８）そのＡＧが、環状基又は複素環式基である又はこれらの一部を形成する付記
２２に記載の改質炭素生産品。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の有機基が結合した炭素を含む改質炭素生産品であって、その有機基は
、(a) 少なくとも１種の芳香族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) イオン基又はイオ
ン性基を含み、その芳香族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基が炭素に直接結合し、そのイオン
基又はイオン性基が、
　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＰＯ3

2- Ｍ2 
+ 、

　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 Ｑ
+ Ｘ- 、
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　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＰＯ3
2- Ｍ2 

+ 、
　ＮＲＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 Ｑ

+ Ｘ- 、
　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 

- Ｍ +、
　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 ＯＰＯ3

2- Ｍ2 
+ 、

　ＳＯ2 ＮＲＣ2 Ｈ4 Ｑ
+ Ｘ- 、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 Ｑ
+ Ｘ- 、

　Ｏ2 ＣＣ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　Ｏ2 ＣＣ2 Ｈ4 ＳＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ2 Ｈ4 ＯＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＳＯ3 
- Ｍ +、

　ＮＲＣＯＣ2 Ｈ4 ＳＯ2 Ｃ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｍ +

【化２】

であり、Ｒは、相互に関係なく、水素、Ｃ1 ～Ｃ12アルキル、Ｃ2 ～Ｃ12アルケニル、シ
アノエチル、又はＣ7 ～Ｃ20アラルキル又はアルカリルであり、Ｍは、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、
Ｋ、又はＣｓであり、Ｑ+ は、ＮＲ3 

+ 、Ｎ（Ｃ2 Ｈ4 ）3 Ｎ
+ 、又はＮ置換複素環であ

り、Ｘは、ハリド、又は無機酸又は有機酸から誘導されたアニオンであり、炭素が、カー
ボンブラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、活性チャーコール、活性炭、又
はこれらの混合物である、改質炭素生産品。
【請求項２】
　炭素がカーボンブラックである請求項１に記載の改質炭素生産品。
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【請求項３】
　その有機基が、使用される炭素のＣＴＡＢ又は全表面積を基準に０．１０～４．０マイ
クロモル／ｍ2 のレベルで存在する請求項１又は２に記載の改質炭素生産品。
【請求項４】
　少なくとも１種の有機基が結合した炭素を含む改質炭素生産品であって、その有機基は
、(a) 少なくとも１種の芳香族基又はＣ1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) 式－ＡＧ－ＣＨ＝
ＣＨ2 、－ＡＧ－Ｃ2 Ｈ4 ＯＨ、又は－ＡＧ－Ｃ2 Ｈ4 －Ｏ－Ｃ2 Ｈ4 －ＡＧを有する基
を含み、各ＡＧは同じでも異なってもよく、ＡＧは活性基であり、その芳香族基又はＣ1 
～Ｃ12アルキル基が炭素に直接結合し、その活性基が－ＳＯ2 、－ＮＲＳＯ2 、－ＮＲＣ
Ｏ、－Ｏ2 Ｃ、－ＳＯ2 ＮＨ、Ｎ（ＣＯＣＨ＝ＣＨＣＯ）又はＮ（ＣＯＣＨ＝ＣＣＨ3 Ｃ
Ｏ）であり、Ｒが、相互に関係なく、水素、Ｃ1 ～Ｃ12アルキル、Ｃ2 ～Ｃ12アルケニル
、シアノエチル、又はＣ7 ～Ｃ20アラルキル又はアルカリルであり、炭素が、カーボンブ
ラック、グラファイト、炭素繊維、ガラス質炭素、活性チャーコール、活性炭、又はこれ
らの混合物である、改質炭素生産品。
【請求項５】
　その炭素に結合した第２有機基をさらに有し、その第２有機基が、(a) 芳香族基又はＣ

1 ～Ｃ12アルキル基、及び(b) イオン基又はイオン性基、を含み、そのイオン基又はイオ
ン性基は、有機基から遊離しない請求項１～４のいずれか１項に記載の改質炭素生産品。
【請求項６】
　その第２有機基がＣ6 Ｈ4 ＳＯ3 

- Ｎａ +又はＣ6 Ｈ4 ＣＯ2 
- Ｎａ +である請求項５

に記載の改質炭素生産品。
【請求項７】
　その第２有機基が、２．４マイクロモル／ｍ2 未満の濃度で炭素に結合して存在する請
求項５又は６に記載の改質炭素生産品。
【請求項８】
　(a) 請求項１～７のいずれか１項に記載の改質炭素生産品、及び (b)緩衝剤、安定剤、
又はこれらの双方、を含む水系組成物。
【請求項９】
　その緩衝剤が安息香酸ナトリウム又は酢酸ナトリウムである請求項８に記載の水系組成
物。
【請求項１０】
　(a) 請求項１～７のいずれか１項に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビ
ヒクルを含むインク組成物。
【請求項１１】
　(a) 請求項１～７のいずれか１項に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビ
ヒクルを含むコーティング組成物。
【請求項１２】
　水系又は非水系溶媒、請求項１～７のいずれか１項に記載の改質炭素生産品、及びカー
ボンブラック以外の着色顔料を含むコーティング組成物。
【請求項１３】
　水系又は非水系溶媒、請求項１～７のいずれか１項に記載の改質炭素生産品、及びクレ
ー、タルク、シリカ、又はカーボネートを含むコーティング組成物。
【請求項１４】
　(a) 請求項１～７のいずれか１項に記載の改質炭素生産品、及び (b)非水系又は水系ビ
ヒクルを含むインクジェットインク組成物。
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